
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

現在、中央本部には２０２３春闘に向けて 

多くの「声」が寄せられています。 

その声は、「電気代が月２～３万円」も上がり、 

「生活が本当に苦しい」等と言った組合員の 

生活実態の悲痛な声です。 
  

 しかし、ある支社社友会は、支社経営幹部との懇談会の中で、令和５年度「新賃金」

のベースアップについて、「一律１，０００～３，０００円」を会員の声として会社

に届けていたことがわかりました。 

 その社友会情報を見た会員からは「低い！」「要求なんて

聞かれたことがない！」等といった声が出されています。 
  

 もし仮に、会員の声を聞かずに、低い社内世論を形成す

るために、虚偽の「声」を会社幹部に届けているとしたら

大変な問題です。 

 

 

  
 

中央本部は、組合員・未加入者の「本当の生活実態」を団体交渉で会社に主張す

るために、生活実態アンケートを行います。 

 組合員の生活実態と「一律１，０００～３，０００円」のベースアップが声とさ

れている社友会・未加入者の本当の生活実態を、是非中央本部へお寄せ下さい！ 
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